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トの打上げ結果の評価について

昭和59年11月30日
宇宙開発委員会第四部会

n●縮開発委員会第西部会は、昭和59年度8－9月期に＿宇宙開発事業団

　　　　が行ったNロケーット13号機（F）（N一皿ロケット6号機（F））による静止気

　　　　象衛星3号（GMS－3）の打上げの結果を評価するために必要な技術的事項に

　　　　ついて、昭和59年11月2日以来、慎重に調査審議を行ってきたが、このたび

　　　　その結果をとりまとめたので報告する。
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I　Nロケット13号機（F）（N一皿

ロケット6号機（F））による静止気

象衛星3号（GMS－3）の打上げ

℃

1．打上げの概要

（1）　目　　的

　　今回の打上げは、’Nロケット13号機（F）（N一皿ロケット6号機（F））

　によって静止気象衛星3号（GMS－3）を赤道上東経140度の静止軌道に

　投入することにより、我が国の気象業務の改善及び気象衛星に関する技術の

　開発に資することを目的としたものであるQ

（2）　N－Hロケット6号機（F）の概要

　　N一皿ロケットは、全長約35．4俄、外径約2．47π、発射時の総重量約

　135トンの3段式bケットで、重量約3501》の静止衛星を打ち上げる能

　力を有している。

　　N一皿ロケット6号機（：F）は、静止気象衛星2号（GMS－2）を打ち上

　げたN－Hロケット2号機（：F）と同型のロケットであるが、その後軽量化等

　の改良により、今回の打上げにおいては衛星の軌道及び姿勢保持用燃料がG

　MS－2に比べて約9．31匂多い27．4博搭載されている。

　　ロケットの形状及び主要諸元は、それぞれ図1及び表1に示すと罷りであ

　る。

ノ

（3）静止気象衛星3号（GMS－3）の概要

　　GMS－3は、直径約2．15挽、打上げ時の高さ約4。44η（アポジモー

　タケースをアポジモータアダプタごと分離した後は約3．45常）の円筒型の

　スピン三三方式静止衛星であり、打上げ時の衛星重量は約682kg（静止衛

　星軌道投入直前のアポジモータケースを含めた衛星重量は約350三つであ

　る。その形状、構成、主要諸元及びシステム構成は、それぞれ図3，ギ図3・表

　　　　　　　　　　　　　　　一1一



2及び図4に示すと回りである。

　GMs－3はG－Ms－2とほぼ同様の性能を有する衛星であるが、　GMs

－2の打上げ結果の評価に関する当部会の報告（「昭和56年度8～9月期一

に於ける人工衛星、人工衛星打上げ用ロケット等の打上げ結果の評価につい

て（報告）」（昭和57年5月）及び「静止気象衛星2号（GMS－2）の

可視赤外走査放射計（VISSR）に生じた不具合の原因究明及び今後¢）薄策

について（報告）」（昭和59年4月目）に画いて指摘した広帯域送信機電力

増幅部のハンダ付けめ改良、デレメトリ系のICの放射線対策、エンコーダ
部のラガの改良、ランプ供給電圧の可変イ照査昌昌部の改良等傭じ●

られている。　　　　　　　　L　ピ　一

（4）打上げの経過及び結果

　　発射時刻：昭和59年8月3日午前ゴ5時3』0分（日本標準時、以下同じ）、

　　打上げ場所：宇宙開発事業団種子島宇宙センター∫

　　発射方位角：92．50

　　発射‘時の夫候ご晴、南東の風1．5m／忌、気温2－4ご9℃

　　第一段液体ロケジト及び固体補助巨ケリトの燃焼は正常で、固体補助ロケ

・ットの切離し、第1段ロケットの切離しに引き続いて第2段液体ロケットの

　第1回燃焼及び第’2回燃焼も正常に行われた5また、この間慣性誘導装置も

正常に飛した。　　　　　　　　　・●
　　その後、第3段スピンアップ、第2段切離し及び第3段固体ロケットの燃

　焼が正常に行われた。引き続いて発射後約26分59秒に衛星と第3段ロケ

　ットとの分離iが行われ、GMS－3は所定の’トランスラァ軌道に投入さ・れて

Tひまわり13号」（HIMAW：ARI－3）と命名ざれた。』、

　　トラツ家ブァ軌道上で4回の姿勢制御により所定の姿勢に変更された後、

　8月4甘ーゴgl畦44分38秒に第4遠地点近傍でアポジ’モータ．が点火された。

　アポジ：モーダは約’38秒置正常に燃焼し、衛星は所定めドリフ∫ト軌道に投入

’さ乳たb’
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　その後、ドリフト軌道上で2回の姿勢制御により衛星のアンテナが所定の方

向を向くように姿勢変更され、また、7回の軌道制御により8月16日、衛

星は所定の東経140度の静止軌道に投入された。

　実測による衛星の軌道要素は次のと知りである。

実測　値 計　画　値

近地点高度（㎞）　　　　　℃

湯n点高度ぐ㎞）

O道傾斜角（度）

?@　　期（分）’

35，782

R5，789

@1．81

P，436

35，785

R5，788

@1．81

P，436

　　　　　　　　　　　（昭和59年8月16日現在）

　静止軌道投入後、電源系、制御系、推進系等の基本機器及び可視赤外走査

放射系等のミッション機器の機能確認が順次行われた。

　この結果、衛星の各機器は所要の性能を満たしていることが確認された。

　な澄、テレメトリ・コマンド系の機能確認中に琴87のテレメトリ項目の

なかで3項目が予想値とやや異なる値を示したが、地上でテレメトリ信号を

数値データに変換する際に較正することにより対処できる範囲であった。

　また、静止衛星軌道投入後、機能確認試験に先立ち、可視赤外走査放射計

のクーラカバー分離作業を実施した際、冗長構成の分離機構の一方のみの作

動ではカバーが完全には分離しなかったが、衛星のスピン率を変化させるこ

とにより、もう一方の分離機構を作動させることなく分離することができた。

2．打上げ結果の分析

　　前述のと釣り、GMS－3はN7旺ロケット6号機（F）により所定の静止軌

道に投入され、可視赤外走査放射計をはじめ衛星各部も所要の性能を満たして

　回り、燃料についても5年以上を確保したことから、今回の打上げは初期の目

的を達成したものと考えらμる。
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　また、GMS－2で生じた不具合に対してGMS－3で講じた対策の有効性

に関しては、その多くが部品の経年劣化に関連するものであることから今後の’

推移をみる必要があるが、ハンダ付けの改良等は第1回目の食期間を支障なぐ

経過したことから妥当であったと考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　なお、3項目のテレメトリデータが予想値とやや異なる値を示した原因は、　、

データを取得するため9センサが周辺機器からの電波干渉を受けること等によ

ってテレメトリ値が変化したものでうるが、地上での試験時に誇いては周辺機

器が非動作状態であったため干渉が生ぜず、これによる変化分を予想値に見込

まなかったことゆ生じたものであ三三的には干渉の程度は小さかった℃

ものの・今後は周辺機器から9干渉をも考慮して試験を行う必要がある。

H　総　合　意　見

宇宙開発事業団が実施したNロケット13号機（F）（N二皿ロケット6号機

（F））による静止気象衛星3号（GMS－3）の打上けについては、　N一皿ロケ

ットによる静止軌道への打上げに成功し、搭載機器もすべて運用上支障なく作動

していることから、所期の目的を達成したものと考えられる。

今後とも、試験方法等に十分配慮し、不断の努力が続けられることを期待する。

一4一 一5一



人工衛星

第3段・衛星分離面

第2・3段分離面

第1・2段分離面

第2段推進系

固体補助ロケット

2．44m

衛星フェアリング

@　7．91m

衛星分離部　　　　　　　　第3段2．09mスζン？テーブル

ガイダンス・セクション

インタステージ　　　　　第2段

@4．72m　　　　　　　　5．99m

　　　　　　1

R料「^ンク

m，

センタ・ボディ・セクション

酸化剤タンク

第1段メインエンジン

スカート・セクション

ニンシン・セクシ雪ン

第1段

22．44m

全　長

35．36m

図1　Nロケット13号機（：F）の形状
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表1　Nロケット13号機（F）の主．要諸元

全　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　段

な　　　長　佃 35．36

外　　　径　㈲ 2．44

全段重量　（t） 135．2’（人工衛星の重：量は含まない）

誘　沸　方　式 慣性誘導方式

各　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　段

　　　各段等
?@目

第　　1　　段：
騨聾レ第．・段　　　　　1

第　3　段
衛　　　星
tニアリング

な　　　長　ω 2244 7125
「1

T．99
　　2．09
i固体観長） 7．91

外　　　径　㈲ 24－4 0179 244
　　／0．96
i固体モータ径　　0．94） 244

各没重量（t） 86．4　（注1＞ 40．3（9本分）i　　　　6．68　　　　　　　1．25（漢2　　α60

貫重1！嚥1左」逢（t） 81．9 33．7（9本分）　　　謡0（最大）l　LO　5

畢均准力
@　（103㎏f）

　　　　　●＜Cンエンシン
@　74．4　（注3）・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ハーニァエンシン

@0．46又2　（注3）『

136（6本分）
@　　（注3）
@　　（注5）

4．58（注4）

．（注4・）

U．79　』

’

燃境時間　（s）

　　　　　．＜Cンエンシン

@　272、
刀orニアエンジン

@　278

38 』388（注6）・ 、　　　’4「4

推進薬種類 液化酸素／RJ二1
ポリブタジエン系
Dコンポジット

@　固体推進薬

四二化二二繁／

@　エアロジン50

ボリブタジエン系

Rンポジット

@固体推進i弱

腿薬供給方式　ターボポンプ　　．l　　　j 刈高ガス押し　1

比　推　力　（s）

メインエンジン
@　253（注3）　　　　　　oパーニァエンシン

@　197（注ぎ）

　（注3）

Q31

阿　　　　（注i4）　　316

　（注4）

Q83

姿
努
制
御

ピッチ・ヨー ジンバル

ジンバル（二刀飛行中）

Kスジェント
@　　（慣性飛行中）

ロ　　一　　ル 　　　　　●oーニアエンシン ガスジェプト

搭載電子装置

1）テレメータ送信装置

@290MHz帯
@PDM／FM／PM
Q）指令破壊受信装置

@26GH：z帯
@　トーン変調

1）　レー〆トランスポンダ

@5G翫帝（2台）
Q）テレメータ迭三三置
@2．2GHz．苓
@PCM／FM／PM
R）指令鼓撰受：信装置

@　26GH二帝（2台）
@　トーン変調

1）テレメータ

@　送信装置
@290MHz帝
@F牌M

（注1）

（注4）

（注6）

馳，インタステージを含む。　（注2）　スピンテーブルを含む。　（注3）　悔面上。

真空中。　（注5）打上げ時は6本のみ艶麗，6本の燃境終了後残り3蛍を燃境ざせる。

ミッシ●ンタイム
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表2　GMS－3の主要諸元

項　　　　且∵ 搬　　　　能　　　　・　　　　性　　　　能

形状・寸法 円　筒　形

㌧ド・し

直　　　径　　2．15m
「　　　　， 一

高　　　さ　　4．44ロ自　（アポジモータ層分離前）　　　　　　　　　　　　，　　　　　　1

3．45mlぐアボジラータ　分離：後）、

N一鉦．すケ7トに適合すム

重1　　．量 打上げ時　　　　　　　　約　682　】㎏
．　　　，

静止衛星軌道初期　　　　約．303kg

姿勢安定方式 スピン安定

スピン軍　　　　　50±5，pm、（・ケラ’ト磯時）

零00±1rpm（静止衛星軌道上）

寿　　　　命 5年後の残存碇皐（仕様値）

衛　　　星　　　　　0．5以上
’

VヌSSR　　　　O．7以上

搭載燃・料』 @4年以上5年目標

軌　　　　．道 静止衛星軌道　　　二二140度付近．

熱　　制　　御 受　．動　（一部ヒータ使用）

サ1．SSR　層 観　測　範　囲　　　視　野　角－’三士10。
聰

咤r「 走．査、方向・　㍉西，・⇒東，　’北　→南∵’

観測1波長域

氏5～0．754皿　　（可視）
8

、

｝

10．5ん12．5　μm　　（赤外）F
ゴ

ア」

分解能　（衛星直下点）　　　　　　　　　ドr「

醜　　　層　　卜

@＝　　　　　㌣
L25馳 拒o1．…（可　視ゴ　　　　　噂

@　　　　　　　　　t
5・　　k血　　（赤　外）

1

　　　　ド噌
r　E　M

・判定　範　囲．

臼

陽　　　・子　　　o．8～1001．一MeV’

4　粒子　　　　8～．37．O　MeV

電　　　子　　　　≒MeV「以上　．．　ブ
A　　」　噺　　，　　　　　　　」　■

、

●

●
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項 目 機　　　一能 ・b　　　性 能”

通　　信　　系

ln　EIRP
Sン｛シド 57　dBm以上 （．士6・5。）

S’rンド’テレヂトリ 40－ ъNm以上 （士6．・5。）

DCPR，　（’Sパン』ド） 34　dBm‘：以上 （1±6．50）

DCPI’ iUHF） ぺ6，dBm以上 （士9．2。）

12｝偏　　波 ’Sバンド 直　線

UHF 右旋円偏波

｛31アンテナ指向精度 Sバンド及びUHF
士b．79以内

TT、丘C系

｛n　EIRP ξ 鉱51dBm　1（士5・つ

｛21偏　　波 直　’線　、

131容　　量 』テレメトリ 256デャンネル×29

ーコ7コ口ド．・ 200項舅場上

竃　　源　　系
ヤ

ln太陽電池発生竃力
；

一馳

263W以上　（5年後 夏至） ；

12｝著電池容量 5．5　AH：×2セプト

放電深度　50％　以下
　　じ・

アボジモ」・タ 衛星をドリフト軌道に投入できること。．

STAR－27・固体モ・一タ．

二次推進系r ヒドラジ2 モノブロベラント．緖ｮ 　　　　　rL嚇・

」　　’ゴ
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e罵1）

昭和59年度8～9月期におげる人工衛星及び人

工三星打上げ用ロケットの打上げ結果の評価に関

する審議について

昭和59年10月24日

宇宙開発委員会決定

1，昭和59年度8～9『 至冾ﾉおいて宇宙開発事業団が行ったNロケット13号

機（F）（N一皿ロケット6号機（F））による静止気象衛星3号（GMS－3）

の打上げの結果を評価するために調査審議を行うものとする。

2，このため、評価に必要な装術的事項について、第四部会に旧いて調査審議を

行う．ものとする。この調査審議は、昭和59年12月末までに終えることを目

　途とする。

＼
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（参考2）

宇宙開発委員会第四部会構成員 k

（50音順）

部　会　長

部会長代理

専門委員

　佐貫　亦男

　内田　茂男

　秋葉三二郎

　大島　耕一

　小林　繁夫

芙竹中　幸彦

　中込　雪男

　長洲　秀夫

　林　　友直

美船川　謙司

　前田　　弘

　虫明　康入●

　若井　　登

日本大学理工学研究所顧問

名城大学理工学部教授

文部省宇宙科学研究所教授

文部省宇宙科学研究所教授

東京大学工学部教授

宇宙開発事業団理事

国際電信電話株式会社常務取締役

科学技術庁航空宇宙技術研究所科学研究官

文部省宇宙科学研究所教授

宇宙開発事業団理事

京都大学工学部教授

東北工業大学長

郵政省電波研究所長 ◎

注）　甚印の専門委員は、今回の調査審議については、説明者として参加

　　した。
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